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本書の特長と使い方

■本書の対象者
① 大学の研究者および秘書または事務スタッフ

② 企業の研究者および秘書または事務スタッフ

③ 英語で研究発表する大学院生

④ ある程度の英語力があり、英文でレポート・論文を書く大学生

⑤ 国際会議および国際的な学術イベントの主催者・関係者

⑥ 海外の学術関係の仕事を担当している大学関係者またはビジネスパーソン

※もちろん英文ライティング能力を高めたい人にも有益である。

■本書の特長
　次の8大特長がある。

① 状況別に例文を挙げ、色々な場面に対応できる。（状況別例文整理）

② 例文は色々なバージョンを用意している。（例文の豊富さ）

※ 英文ライティングでは同じ単語・表現の繰り返しを好まないので、同様の意

味で異なる表現を用いた例文が多いことが重要だからである。

③  個別の例文に加え、具体的なＥメール文書を挙げている。（Ｅメールの具体例）

④  Eメール文書の後に有益表現を入れるのを原則とし、必要に応じポイント・語

句・参考・注などを入れている。（解説の充実）

⑤  Eメール文書の翻訳文中において注目すべき表現を下線で示し、その英語表現

を（　　）内に入れている。（注目英語表現の確認）

⑥  Eメール文書の直前のコラム（表現のまとめ）および Part 2の1と2において、

英語の例文に施した下線は特に役に立つ表現、太字はやや難しく注意すべき表

現を表す。それぞれ日本語文に対応している。（重要な表現の確認）

⑦ 英語表現と文法関連のコラムを散りばめている。（有意義なコラム）

⑧ 英語索引と日本語索引があり、単語・表現が確認できる。（索引の充実）
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